

































Factorial Analysis of Behavioral and Emotional Representation in Maternal 
Activities by a Questionnaire Survey: Examination of Free Descriptive Answers 





















































































































































㋒保育・託児 2 保育・託児 2 プレ保育 1
託児 1
㋓支援の主体者 1 支援の主体者 1 地域の子育てマップの制作 1

























ⅱ託児・一時預かり 6 託児・一時保育 4 
親が病気をした時預けられる場所 2 
ⅲ母親の手替り 2 産後の手伝い 1 
第 2 子を妊娠中の育児家事支援 1 
ⅳ医療的支援 2 医療補助期間の延長 2 
ⅴ相談 1 相談センター 1 
ⅵ子育て支援センター 4 子育て支援センター（公共） 4 
ⅶ親子教室 6 親子教室（回数、月齢ごと、子どもの発達と育児） 5 
手軽に参加できる教室の増設 1 





孤独な 1 歳児時期の交流会 1 
















ⅲ経済的支援 4 経済的支援 2 
入園料の値下げ 1 










2 支援センターに来れない人への支援 1 
孤立しがちな母親のサポート 1 















ⅱ子どもの教室 1 教室（リトミック、英語） 1 
㋓満足 3 満足 3 満足している 3 
㋔わからない 1 わからない 1 今の支援も十分利用していないのでわからない 1 



































































































































































































































We conducted a questionnaire survey on 1） concerns about the future, 2）participation in 
other child care services and 3）child care services needed in the future. We categorized 
and examined the free descriptive answers given by 182 mothers, most of whose children 
were under 4 years old, and were using child care support services.
The male to female ratio of the children was approximately 1 : 1 and about 80% of them 
were the first child, and about 70% were children under 2 years old.
In the answers about “concerns about the future”, about 80% of the mothers were worried 
about education and parent-child relationship. About 30% were worried about children’s 
growth.
In the answers about “participation in other child care services”, most of the mothers were 
participating in exchange meetings and about 40% were participating in child-rearing 
events.
In the answers about “child care service needed in the future”, about 70% of the mothers 
needed parent and child support, about 30% needed support for mother, and about 15% 
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needed support for the child.
７．謝　辞
　調査にご協力下さった春日井市子育て子育ち総合支援館（かすがいげんきっこセンター）関
係者の皆様と、共同研究者であり論文をまとめるにあたってご助言くださった、至学館大学健
康科学部の浅野敬子先生に心より感謝申し上げます。
８．文　献
１） 櫻谷眞理子，今日の子育て不安・子育て支援を考える〜乳幼児を養育中の母親への育児意識調査を通じて．
立命館人間科学研究，第７号，pp.75-86，（2003）
２）柏木惠子，子どもが育つ条件—家族心理学から考える．pp.38-102，岩波新書，（2008）
３） 浅野敬子・高橋正教・幸　順子：保育園に子どもを預ける母親の育児意識構造．中京女子大学研究紀要
40，pp.49-58，（2006）
４） 浅野敬子・百瀬真美・山本裕子・高橋正教・時安和之，母親の育児意識に関する研究：幼稚園に子どもを
預ける母親の育児意識構造．中京女子大学研究紀要42，pp.115-123，（2008）
５） 幸　順子・浅野敬子，母親の育児意識に関する研究：子育て支援親子教室参加者の育児意識構造．名古屋
女子大学紀要第56号（人文・社会編），pp.199-210，（2010a）
６） 幸　順子・浅野敬子，母親の育児意識：子育て支援利用の母親について．日本保育学会第63回大会発表論
文集，（2010b）
７） 幸　順子・浅野敬子，母親の育児意識に関する研究：子育て支援利用者の調査回答パターン分析．名古屋
女子大学紀要第58号（人文・社会編），pp.187-195，（2012）
８） 浅野敬子・幸　順子・時安和之，母親の育児意識に関する調査資料の基礎研究：保育園児・幼稚園児・子
育て支援教室利用の母親について．至学館大学研究紀要47，pp.１-10，（2013）
９） 幸　順子・浅野敬子，母親の育児意識に関する研究：育児ストレスタイプの自由記述．名古屋女子大学紀
要第60号（人文・社会編），pp.45-54，（2014）
10） 幸　順子・浅野敬子，母親の育児意識に関する研究：育児安定タイプの自由記述．名古屋女子大学紀要第
62号（人文・社会編），pp.251-260，（2016）
11） 中野洋恵，０〜１歳児の子どもを持つ母親の育児不安と育児情報に関する一考察：平成９〜10年度「高度
情報化社会における新しい子育てネットワーク形成に関する実証的調査研究」より．国立婦人教育会館研
究紀要第３号，pp61-70，（1999）
